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第２９次地制調専門小委に向け

本会の地方分権・道州制調査委

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
松
尾
裕
幸
・
佐
世
保

市
議
長
）
は
１
月
２２
日
、
日
本
都

市
セ
ン
タ
ー
会
館
で
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
総
務
省
自
治
税
務

局
の
大
橋
秀
行
・
固
定
資
産
税
課

長
、
防
衛
省
地
方
協
力
局
の
�
�

行
成
・
地
方
協
力
企
画
課
長
か

ら
、
平
成
２１
年
度
の
基
地
関
係
予

算
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

基
地
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
歳
出
削
減
方
針
な
ど
の
影

響
か
ら
、
所
要
額
の
確
保
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
同
協
議

会
は
、
地
元
選
出
国
会
議
員
へ
の

働
き
か
け
や
緊
急
実
行
運
動
を
実

施
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
要
望
運

動
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
基
地
・
調
整
両
交
付

金
が
前
年
度
同
額
の
３
２
５
・
４

億
円
を
確
保
。
住
宅
防
音
や
周
辺

環
境
整
備
、
再
編
交
付
金
な
ど
か

ら
な
る
基
地
周
辺
対
策
経
費
は
前

年
度
予
算
よ
り
増
額
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
２１
年
度

の
運
動
方
針
や
予
算
、
事
業
計
画

等
を
審
議
、
了
承
し
た
。

本
会
の
地
方
分
権
改
革
・
道
州

制
調
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
�

多
賀
谷
俊
史
・
大
阪
市
会
議
長
）
は

１
月
２１
日
、
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー

会
館
で
委
員
会
を
開
き
、「
基
礎
自

治
体
の
あ
り
方
」
に
関
す
る
本
会

の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
た
。

同
特
別
委
員
会
は
、
地
方
分
権

改
革
や
道
州
制
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
た
め
、

平
成
１９
年
６
月
の
本
会
定
期
総
会

で
設
置
さ
れ
た
。
今
回
は
、
２
月

６
日
に
第
２９
次
地
方
制
度
調
査
会

（
１９
年
７
月
３
日
発
足
）
の
専
門
小

委
員
会
で
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
会
の
考
え
方
を

整
理
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
。

首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
地
方

制
度
調
査
会
は
、
こ
れ
ま
で
１９
回

に
も
及
ぶ
専
門
小
委
員
会
を
開

催
。「
監
査
機
能
の
充
実
・
強
化
」

「
議
会
制
度
の
あ
り
方
」
な
ど
に
つ

い
て
の
議
論
を
経
て
、
現
在
は
「
市

町
村
合
併
を
含
め
た
基
礎
自
治
体

の
あ
り
方
」
を
議
題
に
審
議
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
２
月
６
日
に
本

会
な
ど
地
方
六
団
体
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
る
。

今
回
取
り
ま
と
め
た
「
本
会
の

考
え
方
」
で
は
、
分
権
型
社
会
に

お
い
て
基
礎
自
治
体
が
中
心
的
な

役
割
を
担
う
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
さ
ら
な
る
権
限
・
財
源
の
移
譲

を
進
め
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て

行
政
を
執
行
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

事
務
権
限
の
移
譲
に
あ
た
っ
て

は
、
相
応
の
行
政
体
制
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
政
令

市
、
中
核
市
、
特
例
市
な
ど
人
口

規
模
に
応
じ
て
段
階
的
に
進
め
る

こ
と
も
現
実
的
な
方
策
」
と
提
案

し
て
い
る
。

今
回
の
取
り
ま
と
め
を
受
け
、

２
月
６
日
の
地
制
調
専
門
小
委
に

は
、
本
会
副
会
長
の
石
川
隆
二
・

川
越
市
議
長
が
出
席
し
、
意
見
陳

述
を
行
う
予
定
。

第
１
７
１
回
通
常
国
会

麻
生
太
郎
首
相
は
１
月
２８
日
、

衆
院
本
会
議
に
お
い
て
就
任
後
初

の
施
政
方
針
演
説
を
行
っ
た
。

演
説
の
中
で
麻
生
首
相
は
、
当

面
は
景
気
対
策
を
目
指
し
、
２０
年

度
１
次
補
正
、
２
次
補
正
、
２１
年
度

の
各
予
算
を
「
３
段
ロ
ケ
ッ
ト
」

と
し
て
事
業
規
模
総
額
７５
兆
円
の

対
策
を
講
じ
る
と
表
明
し
た
。

ま
た
、
経
済
状
況
の
好
転
を
前

提
と
し
な
が
ら
も
、
税
制
抜
本
改

革
を
行
う
た
め
の
法
制
上
の
措
置

を
講
じ
る
と
述
べ
、
消
費
税
の
引

き
上
げ
に
意
欲
を
見
せ
た
。

地
方
分
権
に
つ
い
て
は
、
目
指

す
べ
き
国
の
形
は
「
分
権
型
社
会
」

で
あ
る
と
明
言
。
首
長
が
地
域
の

経
営
者
と
し
て
手
腕
を
発
揮
で
き

る
よ
う
、
自
治
体
の
活
動
の
自
由

度
を
拡
大
す
る
と
述
べ
、
分
権
の

推
進
に
強
い
決
意
を
示
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1714号２月５日平成21年
（2009年）

２月５日現在の市数
８０６市

うち

指定都市 １７市

中核市 ３９市

特例市 ４３市

一般市 ６８４市

特別区 ２３区

基
地
協
が
役
員
会
開
く

要
望
の
成
果
を
報
告

首首
相相
がが
施施
政政
方方
針針
演演
説説

あり方協議基 礎
自治体

委員会のもよう

多賀谷俊史・委員長
（大阪市）

あいさつする松尾会長（佐世保市）

（１） 平成２１年２月５日 第１７１４号



松
浦
市
は
長
崎
県
北
西
部
に
位

置
す
る
人
口
約
２
万
６
０
０
０
人

の
都
市
で
す
。
明
治
か
ら
戦
後
に

か
け
石
炭
産
業
で
栄
え
、
最
盛
期

で
は
４
万
４
０
０
０
人
を
超
え
る

人
口
を
擁
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
９
６
０
年
代
か
ら

始
ま
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
で
、

国
内
の
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
石
炭

か
ら
石
油
へ
転
換
さ
れ
た
影
響
を

受
け
、
全
炭
鉱
が
閉
山
。
現
在
の

産
業
構
造
は
、
我
が
国
で
も
有
数

な
水
揚
げ
を
誇
る
ア
ジ
や
サ
バ
な

ど
の
漁
業
は
じ
め
、
第
一
次
産
業

に
依
存
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
松
浦
市
で
「
松
浦
体
験
型

旅
行
協
議
会
」
が
産
声
を
上
げ
た

の
は
平
成
１４
年
１
月
の
こ
と
で
し

た
。
漁
業
や
農
業
を
愛
す
る
住
民

が
集
い
、
漁
村
や
農
村
で
「
ほ
ん

な
も
ん
（
『
本
当
の
も
の
』
を
意

味
す
る
方
言
）
」
を
全
国
の
人
に

体
験
し
て
も
ら
お
う
―
―
松
浦
市

や
長
崎
県
の
人
的
・
経
済
的
支
援

を
受
け
つ
つ
同
協
議
会
で
は
、
訪

れ
た
人
々
の
心
を
癒
す
体
験
型
旅

行
の
あ
り
方
に
つ
い
て
模
索
し
て

き
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
成
果
が
現
れ
た
の

は
１５
年
５
月
。
初
め
て
の
体
験
型

旅
行
と
し
て
、
修

学
旅
行
の
高
校
生

１
０
０
人
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
修

学
旅
行
の
受
け
入

れ
が
大
好
評
。
以

来
、
松
浦
市
へ
修

学
旅
行
に
訪
れ
る

中
学
生
や
高
校
生

が
、
増
加
の
一
途

を
辿
り
、
２０
年
度

で
は
１
万
５
０
０

０
人
�
左
上
表
�

を
数
え
る
ま
で
に

至
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
▽
漁
業
体
験
１５
種
▽

農
林
体
験
１９
種
▽
味
覚
体
験
２５
種

▽
自
然
・
歴
史
体
験
１１
種
―
―
な

ど
合
計
９０
種
類
に
も
及
び
ま
す
。

生
徒
達
は
、
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
の

中
か
ら
体
験
し
て
み
た
い
作
業
を

選
び
、
実
際
に
従
事
し
ま
す
。

和
牛
農
家
体
験
を
選
ん
だ
生
徒

達
は
、
牛
に
干
し
た
牧
草
や
飼
料

を
食
べ
さ
せ
る
仕
事
�
写
真
左
、

牛
の
毛
づ
く
ろ
い
、
排
泄
物
の
片

付
け
、
寝
床
の
作
成
な
ど
、
基
本

的
な
牛
の
世
話
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
た

農
家
も
、
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を

生
徒
達
に
伝
え
る
こ
と
で
、
自
身

の
仕
事
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、

毎
日
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
見
出

す
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

松
浦
市
の
体
験
型
旅
行
は
、
こ

れ
で
終
わ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
達
の

宿
泊
先
は
、
市
内
の
民
家
。
３
人

か
ら
５
人
に
分
か
れ
て
農
家
ら
の

家
庭
で
寝
泊
ま
り
し
ま
す
。
民
泊

を
受
け
入
れ
る
側
も
、
は
じ
め
は

緊
張
し
た
よ
う
で
す
が
次
第
に
打

ち
解
け
て
い
き
ま
す
。
生
徒
達
が

復
路
に
着
く
頃
に
は
、
お
互
い
に

別
れ
が
惜
し
ま
れ
る
そ
う
で
す
。

民
泊
を
体
験
し
た
生
徒
達
も
、

受
け
入
れ
先
が
忘
れ
ら
れ
ず
手
紙

を
書
く
�
写
真
右
�
な
ど
、
人
的

交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
み
、
地
域
社
会
の
担

い
手
減
少
、
産
業
基
盤
の
崩
壊
な
ど
に
悩
む
自
治
体

は
現
在
、
多
数
に
上
っ
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
を
支
え
る
礎
は
「
ひ
と
」
で
す
。
人
口

流
出
を
食
い
止
め
、
市
域
外
か
ら
定
住
者
を
呼
び
込

む
に
は
、
魅
力
あ
る
「
ま
ち
」
を
訴
え
る
材
料
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
ゆ
く
た
め
の

生
活
基
盤
の
構
築
も
必
要
で
し
ょ
う
。

地
域
活
性
化
を
図
る
ひ
と
つ
の
方
策
と
し
て
は
、

観
光
客
の
誘
致
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
有
効
な

観
光
施
策
の
展
開
に
対
し
、
敷
居
が
高
い
と
感
じ
て

い
る
自
治
体
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
関
係
者
の
情
熱
と
ア
イ
デ
ア
で
敷
居
を

乗
り
越
え
た
自
治
体
の
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱
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をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

民民
泊泊
でで
修修
学学
旅旅
行行
受受
入入
れれ
長崎県
松浦市

アアイイデデアアここそそがが
地地域域活活性性化化のの源源

民
泊
先
へ
生
徒
か
ら
手
紙
が

（
写
真
提
供
・
松
浦
市
）

特 集

和牛へ与える飼料を用意（写真提供・松浦市）

第１７１４号 平成２１年２月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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界
初
の
「
行
動
展
示
」
で
一

躍
有
名
と
な
っ
た
「
旭
川
市
旭
山

動
物
園
」
。
我
が
国
の
動
物
園
で

は
、
動
物
の
姿
形
を
見
せ
る
「
形

態
展
示
」
が
一
般
的
な
中
、
動
物

の
行
動
や
生
活
を
来
園
者
に
見
せ

る
「
行
動
展
示
」
の
導
入
は
、
非

常
に
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。

旭
山
動
物
園
へ
来
園
す
れ
ば
水

中
ト
ン
ネ
ル
の
下
か
ら
、
空
を
飛

ぶ
か
の
よ
う
に
泳
ぐ
ペ
ン
ギ
ン
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

上
１７
�
に
張
っ
た
ロ
ー
プ
を
伝
い

移
動
す
る
オ
ラ
ウ
ー
タ
ン
の
姿
を

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
愛
嬌
た

っ
ぷ
り
の
ア
ザ
ラ
シ
が
、
円
柱
水

槽
の
中
か
ら
来
園
者
を
出
迎
え
て

く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
行
動
展
示
」
を
世
に
生

み
出
し
た
の
は
、
動
物
園
の
ス
タ

ッ
フ
を
は
じ
め
、
議
会
を
含
め
た

関
係
者
一
同
の
、
並
々
な
ら
ぬ
情

熱
の
賜
物
で
し
た
。

◇

◇

か
つ
て
の
動
物
園
は
大
都
市
な

ら
で
は
の
施
設
。
子
ど
も
の
憧
れ

の
場
所
で
し
た
。
高
度
経
済
成
長

期
、
旭
川
市
で
開
園
を
求
め
る
声

が
高
ま
り
、
旭
山
動
物
園
が
産
声

を
あ
げ
た
の
は
昭
和
４２
年
７
月
の

こ
と
で
し
た
。

開
園
初
年
度
は
来
園
者
が
４５
万

人
を
超
え
、
以
来
５０
万
人
前
後
の

安
定
し
た
来
園
者
数
を
記
録
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
６
年
、

ゴ
リ
ラ
な
ど
が
人
畜
共
通
感
染
症

の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
で
死
亡
し
た

こ
と
で
、
入
園
者
数
が
激
減
。
８

年
度
に
は
２６
万
人
に
ま
で
落
ち
込

み
閉
園
の
危
機
へ
。

こ
こ
か
ら
年
間
３
０
０
万
人
を

集
め
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
サ
ク

セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
あ
ま
り
に

も
有
名
で
す
。

閉
園
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
国

民
的
動
物
園
と
な
っ
た
「
旭
山
動

物
園
」
。
こ
れ
ま
で
も
Ｔ
Ｖ
ド
ラ

マ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
、

旭
川
市
関
係
者
の
努
力
の
過
程
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
つ
い
に
角
川
映
画
か
ら
映

画
化
も
決
定
。
２
月
７
日
か
ら
全

国
の
映
画
館
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
上

映
と
な
り
ま
す
。

映
画
の
モ
デ
ル
は
、
動
物
園
の

園
長
と
副
園
長
。
園
長
に
は
俳
優

の
西
田
敏
行
氏
が
扮
し
、
真
実
の

ド
ラ
マ
を
進
行
し
ま
す
。
こ
の
映

画
の
メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ
た
の
は
、

マ
キ
ノ
雅
彦
氏
。
同
氏
は
俳
優
と

し
て
も
有
名
で
、
俳
優
と
し
て
活

動
す
る
際
に
は
津
川
雅
彦
を
名
乗

っ
て
い
る
人
物
で
す
。
１８
年
１
月

に
ド
ラ
マ
で
旭
山
動
物
園
の
園
長

役
を
引
き
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
同
氏
は
映
画
化
を
閃

い
た
そ
う
で
す
。

映
画
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
旭

川
市
議
会
も
全
面
協
力
。
実
際
の

本
会
議
場
を
使
用
し
、
旭
川
市
議

も
手
弁
当
で
撮
影
に
臨
み
熱
演
し

て
い
ま
す
。
閉
園
の
是
非
を
巡
り
、

激
し
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
現
実

の
議
会
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
だ
け

に
、
観
る
者
へ
投
げ
掛
け
る
迫
力

も
満
点
で
す
。

閉
園
の
危
機
に
直
面
し
、
閉
園

回
避
に
奔
走
し
た
小
菅
正
夫
園
長

は
、
今
年
３
月
で
定
年
退
職
を
迎

え
る
だ
け
に
感
慨
も
ひ
と
し
お
。

心
の
内
を
、
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

「
我
々
が
旭
山
動
物
園
に
か
け
て

き
た
熱
い
想
い
を
分
か
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
か

な
」撮

影
を
終
え
た
マ
キ
ノ
監
督

は
、
こ
う
語
り
ま
す
。
「
ず
っ
と
、

あ
た
た
め
続
け
て
き
た
念
願
の
作

品
。
野
生
の
素
晴
ら
し
さ
を
描
く

と
同
時
に
、
人
間
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
た
い
」

２
市
の
事
例
は
、
取
り
組
ん
だ

ジ
ャ
ン
ル
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、

発
想
の
転
換
、
ア
イ
デ
ア
、
工
夫
、

そ
し
て
議
会
を
含
む
関
係
者
の
情

熱
が
実
を
結
び
、
成
功
へ
と
導
か

れ
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
都
市
に
は
、
人
を
惹

き
付
け
る
財
産
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
財
産
は
、
限
ら
れ
た
都
市
の
み

存
在
す
る
も
の
で
な
く
、
い
ず
れ

の
都
市
に
も
あ
り
ま
す
。
眠
れ
る

財
産
を
、
ど
う
活
か
す
か
が
地
域

活
性
化
の
鍵
と
な
り
そ
う
で
す
。

発発想想のの転転換換「「行行動動展展示示」」
北海道旭川市・旭山動物園【特集】

アイデアこそが

地域活性化の源

動
物
園
の
成
功
物
語
・
映
画
化

旭
川
市
議
会
も
舞
台
に

本
物
の
旭
川
市
議
会
議
員
も
熱
演

（
写
真
提
供
・
角
川
映
画
）

アザラシの「行動展示」（写真提供・角川映画）

２
月
７
日
か
ら
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
（
写
真
提
供
・
角
川
映
画
）

（３） 平成２１年２月５日 第１７１４号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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総
務
省
は
１
月
２０
日
、
全
国
都

道
府
県
財
政
課
長
・
市
町
村
担
当

課
長
合
同
会
議
を
開
き
、
財
政
課

長
内
か
ん
を
提
示
し
た
。
昨
年
末

に
決
定
し
た
地
方
財
政
対
策
や
、

予
算
の
概
算
等
を
踏
ま
え
、
現
段

階
に
お
け
る
地
方
財
政
の
見
通
し

な
ど
、
地
方
公
共
団
体
が
予
算
編

成
上
留
意
す
べ
き
事
柄
に
つ
い

て
、
財
政
課
長
か
ら
通
知
さ
れ
た
。

「
内
か
ん
」
で
は
、
景
気
後
退

等
に
伴
い
、
地
方
税
収
入
や
地
方

交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入

が
急
激
に
落
ち
込
む
中
、
▽
社
会

保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
▽
既
発

債
返
済
に
充
て
る
公
債
費
が
高
水

準
―
―
な
ど
か
ら
、
２１
年
度
地
方

財
政
の
財
源
不
足
が
大
幅
に
拡
大

す
る
と
見
込
ま
れ
た
。

こ
の
た
め
、
給
与
関
係
費
や
地

方
単
独
事
業
費
の
抑
制
を
図
る
一

方
、
交
付
税
や
一
般
財
源
の
総
額

を
確
保
し
地
方
財
政
の
安
定
化
を

図
る
た
め
の
対
策
が
示
さ
れ
た
。

ま
ず
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、

自
治
体
の
雇
用
創
出
対
策
な
ど
に

充
て
る
た
め
、
既
定
の
加
算
と
は

別
枠
で
１
兆
円
増
額
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
交
付
税
の
不
足
分
を
補

う
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実

質
的
な
交
付
税
総
額
は
、
前
年
度

比
２
兆
７
３
０
０
億
円
増
の
２０
兆

９
７
０
０
億
円
で
、
２
年
連
続
の

増
額
確
保
と
な
っ
た
。

ま
た
、
現
行
の
地
方
公
営
企
業

等
金
融
機
構
を
改
組
し
て
、
自
治

体
の
一
般
会
計
へ
の
貸
付
制
度

「
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
（
仮

称
）
」
を
創
設
。
２１
年
度
は
合
併

特
例
、
防
災
対
策
、
地
域
活
性
化

事
業
を
対
象
に
５
０
０
０
億
円
貸

付
け
る
方
針
を
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
「
地
方
公
共
団
体
財

政
健
全
化
法
」
が
、
２１
年
度
か
ら

全
面
的
に
施
行
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
に
取

り
組
む
こ
と
を
求
め
た
。
同
法
で

は
１９
年
度
決
算
か
ら
財
政
指
標
の

公
表
を
義
務
付
け
、
２０
年
度
決
算

か
ら
基
準
を
超
え
る
団
体
は
、
財

政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
を
義
務

付
け
て
い
る
。

な
お
政
府
は
１
月
２７
日
、
２１
年

度
地
財
計
画
を
決
定
、
国
会
に
提

出
し
た
。（
内
か
ん
は
、
１
月
２８
日

付
で
各
議
会
事
務
局
へ
送
付
済
み
）

▼
議
長

▽
東
温

桂
浦
善
吾
（
１１
・
１４
）

▽
つ
く
ば

鈴
木
富
士
雄（
１２
・
３
）

▽
西
脇

藤
本
邦
之
（
１２
・
３
）

▽
観
音
寺

井
上
浩
司
（
１２
・
３
）

▽
八
女

松
延
外
喜
（
１２
・
３
）

▽
黒
部

中
谷
松
太
郎
（
１２
・
４
）

▽
草
加

大
久
保
和
敏
（
１２
・
４
）

▽
伊
勢

大
川
好
亮
（
１２
・
４
）

▽
匝
瑳

佐
藤

悟
（
１２
・
５
）

▽
恵
那

伊
東
靖
英
（
１２
・
５
）

▽
丹
波

田
口
勝
彦
（
１２
・
５
）

▽
阿
南

鶴
羽
良
輔
（
１２
・
５
）

▽
竹
原

小
坂
智
徳
（
１２
・
１０
）

▽
伊
佐

丸
田
和
時
（
１２
・
１０
）

▽
鉾
田

田
口
清
一
（
１２
・
１２
）

▽
八
戸

大
館
恒
夫
（
１２
・
１６
）

▽
高
岡

大
井
正
樹
（
１２
・
１８
）

▽
松
戸

末
松
裕
人
（
１２
・
１８
）

▽
五
條

北
山
和
生
（
１２
・
１８
）

▽
鳥
取

中
島
規
夫
（
１２
・
１８
）

▽
旭

向
後
和
夫
（
１２
・
１９
）

▽
熊
本

竹
原
孝
昭
（
１２
・
２２
）

▼
副
議
長

▽
東
温

伊
藤
�
志
（
１１
・
１４
）

▽
つ
く
ば

須
藤
光
明
（
１２
・
３
）

▽
西
脇

寺
北
建
樹
（
１２
・
３
）

▽
観
音
寺

中
村
保
男
（
１２
・
３
）

▽
八
女

池
田

積
（
１２
・
３
）

▽
黒
部

山
本
達
雄
（
１２
・
４
）

▽
草
加

小
川
利
八
（
１２
・
４
）

▽
伊
勢

杉
村
定
男
（
１２
・
４
）

▽
恵
那

柘
植

羌
（
１２
・
５
）

▽
丹
波

足
立

修
（
１２
・
５
）

▽
阿
南

島
尾
重
機
（
１２
・
５
）

▽
桑
名

安
藤
寛
雅
（
１２
・
９
）

▽
竹
原

稲
田
雅
士
（
１２
・
１０
）

▽
伊
佐

鵜
木

誠
（
１２
・
１０
）

▽
鉾
田

菅
谷
幸
雄
（
１２
・
１２
）

▽
八
戸

五
戸
定
博
（
１２
・
１６
）

▽
高
岡

高
畠
義
一
（
１２
・
１８
）

▽
松
戸

田
居
照
康
（
１２
・
１８
）

▽
五
條

池
上
輝
雄
（
１２
・
１８
）

▽
鳥
取

中
西
照
典
（
１２
・
１８
）

▽
旭

林

一
雄
（
１２
・
１９
）

▽
鳴
門

坂
東
成
光
（
１２
・
２２
）

▼
事
務
局
長

▽
八
女

近
藤
義
夫
（
１２
・
８
）

▽
伊
佐

中
西

勇
（
１２
・
１０
）

マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
好

き
の
間
で
、
作
中
で
描
か
れ
た
土

地
に
実
際
に
行
き
、
現
地
の
風
情

を
味
わ
う
旅
行
�
オ
タ
ク
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
流
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
旅
行
は
別
名
「
聖
地

巡
礼
」
ま
た
は
略
し
て
オ
タ
ツ
ー

と
も
呼
ば
れ
、
ア
ニ
メ
「
ら
き
☆

す
た
」
の
舞
台
と
な
っ
た
埼
玉
県

の
鷲
宮
神
社
で
は
、
参
拝
者
が
約

５
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
。

訪
れ
た
フ
ァ
ン
は
デ
ジ
カ
メ
を

片
手
に
ア
ニ
メ
と
同
じ
ア
ン
グ
ル

で
画
像
を
撮
る
な
ど
楽
し
ん
で
い

る
し
、
神
社
や
地
元
も
ア
ニ
メ
絵

馬
や
関
連
グ
ッ
ズ
な
ど
を
大
い
に

売
り
出
し
歓
迎
ム
ー
ド
が
濃
い
。

さ
て
こ
の
オ
タ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

や
っ
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
韓
流

ド
ラ
マ
に
は
ま
り
韓
国
旅
行
に
行

く
お
ば
さ
ま
た
ち
と
そ
れ
ほ
ど
大

差
は
な
い
。

だ
が
オ
タ
ク
な
人
々
は
、
自
分

た
ち
の
旅
行
体
験
を
細
か
く
記
録

し
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、

１
人
が
よ
い
と
感
じ
る
と
、
同
じ

趣
味
の
人
を
続
々
と
呼
び
込
む
性

質
が
あ
る
。

う
ま
く
い
け
ば
作
品
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
だ
け
で
ブ
ー
ム
を
お
こ

せ
る
の
だ
。
ま
た
関
連
グ
ッ
ズ
の

購
買
意
欲
も
高
い
の
で
地
域
活
性

化
に
も
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
よ

う
だ
。

▽
２
月
１２
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
役
員
会
（
午
前
１１
時
、

全
国
都
市
会
館
）
・
総
会
（
午

後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
１２
日

国
会
対
策
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
４

時
、
出
雲
市
）

▽
２
月
１３
日

建
設
運
輸
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
１
時
半
、
全

国
都
市
会
館
）

▽
２
月
１７
日

広
域
行
政
圏
市
議

会
協
議
会
�
次
期
副
会
長
候
補

打
合
せ
会
（
午
前
１０
時
半
、
九

段
会
館
）
・
正
副
会
長
・
監
事

・
相
談
役
会
議
（
午
前
１１
時
半
、

同
）・
総
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
１９
日

地
方
行
政
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
２
時
・
全
国

都
市
会
館
）

▽
２
月
２０
日

産
業
経
済
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
２４
日

地
方
財
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
０

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
２
時
、
同
）

▽
２
月
２５
日

国
会
対
策
委
員
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